
図1　リターン電流の経路はできるだけ短く太く配線することがハイエンドFPGA用電源基板を成功させる肝
電源や信号源から流れる電流はGNDを通って発生源に戻る．（b）のようにGNDのプリント・パターン上にスリットがあると，リターン電流がスリッ
トを迂回し，余計な電磁波ノイズなどが発生する．本稿ではフリーのLTspice，KiCad，電磁界シミュレータS－NAP PCB評価版を利用しながら，ハ
イエンドFPGA用電源の実装技を伝授する

（a）リターン・パスが確保されたおすすめのプリント・パターン （b）スリットが入ったおすすめしないプリント・パターン
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　従来のディジタルICの電源電圧は5 V，3.3 Vで
したが，今どきのFPGAを始めとするハイエンド・
ディジタルICはコア電源が1 V付近まで低電圧化
しています．
　5 V電源で±10％の電圧変動が許される場合，±
500 mVです．最新のFPGAの電源で1 V±5％程度
まで高精度を要求されるとき，電圧変動は±50 mV
です．これはDC－DCコンバータ自身の電圧変動（リ
プル電圧）とプリント基板配線による電圧降下（AC
＋DC成分）を合わせた電圧が±50 mV以内に入る
必要があるということを意味します．
　内部論理回路の大規模/高速化で50 Aを超える
スイッチング電流が過渡的に発生することも今や珍
しくありません．そのため，適切な電源回路作りや
実装技術がますます重要です．
　本稿では，FPGA用電源を作るときに有効なプリ
ント・パターンの技「リターン・パス」を伝授しま
す．

　高解像ディスプレイやディジタル無線機の性能を
上げるためにも，ディジタルIC用電源の実装技術
は欠かせません．プロのハードウェアの仕上げ技を
マスタしましょう． 〈編集部〉

戻り電流が流れるプリント・
パターンは最短にする

● リターン電流のメカニズム
　電源や信号ラインに流れる電流は，FPGAなどの
ICに伝わった後にGNDから戻ってきます．これをリ
ターン電流といいます．GNDは，電子回路の動作基
準で，電源や信号のリターン電流の経路（リターン・
パス）にもなります．リターン・パスを確保すること
で，電流ループが小さくなり，電流が最短で戻ります．
　図1（a）は，リターン電流を電源直下の層に流した
ときのプリント・パターンです．ノイズの回り込みが
なくスムーズに電流が発生源に戻ります．
　図1（b）は，電源直下の層にスリットがあるプリン
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